






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































東 5／4 2／0 3／2 1／o 1／0 12／6
西 1／1 1／1 5／3 7／5
南 2／2 4／1 1／1 1／1 8／5
北 7／3 3／3 3／2 1／0 14／8
此　　花 4／2 5／3 2／1 2／0 1／1 1／0 1／0 16／7
天王寺 2／0 5／2 3／2 1／0 11／4
住　　吉 1／1 5／4 5／2 1／0 1／0 1／0 14／7
東淀川 5／3 2／2 3／1 1／1 1／o 12／7
西淀川 2／0 4／1 4／4 1／o 1／1 12／6
旭 3／1 4／3 1／0 1／0 9／4
大　　正 2／2 1／0 3／2 1／0 7／4
東　　成 4／3 3／2 3／2 1／1 1／0 1／0 、13／8
西　　成 5／3 5／2 1／1 11／6
浪　　花 4／3 3／2 1／0 1／0 9／5
港 6／5 5／2 6／2 2／1 1／6 1／0 21／10
合訓53／33｝52／28142／2・　1・3／・2／1 3／0 ・／・1・／・1・76／92
社大衆＝社会大衆党，国家社＝国家社会党，国民同＝＝国民同盟，国粋大；国粋大衆党
（昭8．6．3大阪毎日新聞より作成）
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研 究
時流があらわれた。
　前回と異り演説会場に聴衆が集らず戸別訪問が盛んと
なり普選前と同じ様相（大毎新聞5．20）となっているが
他方警察の取締りによる違反者が殆んど出ない状態で，
違反行為が巧妙になったことを示した。政友会の演説会
場では安藤正純，星島二郎，内田信也，船田中らをむか
え，民政党は，川崎克，小西和らを，国民同盟は，清瀬
一郎，鈴木正吾らをむかえた。無産党系社会大衆党は安
部磯雄党首，河上丈太郎，片山哲らをむかえ，前回（政
党防止）も今回も全くかわらぬ陣容でアッピールをつづ
けている。前回に比し立候補者の少いのは普選のイッシ
ューｪうしろに引込んだのと，折柄の不景気によるもの
と言われ，・前景気では候補者1人4．000円はつかい，多
額のものは2万円を投入すると伝えられている。
　6月1日の選挙結果は，当選者民政党33名，政友会28
名，中立系24名，社会大衆党5名，国家社会党1名，国
民同盟1名，大日本生産党0，国粋大衆党0，合計92名
が決定した。前回に比し4議席の増加をみてはいるが，
民政党は2名減，政友会は23名増加（前回は党籍を表明
しなかったものが多かった），中立系は9名増，無産党
系は7名を減じた。全般的には無産，社会主義系の党派
が減じ，既成大政党が安定勝利という結果に終った。
　当選者の元，前，新人別にすれば，元議員5名，前
（現職）42名，新人45名の合計92名となりほぼ元前と新
人は半々となり現職議員の安定度をすすめている。
　政党及び党派系の所属は，新市会での議長選出のさい
明示される。政友会側は党所属28名に政友系中立議員11
名を加えて39名の票と目論み，民政党側は，6名の中立
をかかえこみ39名となり政友・民政同数の票をもって，
議長選挙前にはさまざまの策動が展開された。議長の予
選は，政友・民政両党が自らの保有票で勝ちうるものを
選ぶだけではない。小党派，もしくは小派を我に導き入
れて勝ちうる人物を選ぶことにある。それで勝てば協定
小派側も与党となり傘下に組み入れられる。策動にはこ
の政友もしくは民政両党に市理事者も加わってくる。さ
らにどちらが与党になるか，の予測が立てば，全体にわ
たる新グループ新結成ともなる。政友勢力は上田孝吉氏
（政友会，現職市議，衆議員）を擁立し，民政党は，辻
阪信次郎氏（民政党，現府会議長）をおしたが，結局議
長に川畑清蔵氏（中立），副議長に山野平一氏（中立）
が選出されたQ
　今回選挙の投票率は59．1％，東京市の60．2％，京都市
の59．9％とならんで大都市のi棄権率の高さを示した。有
力候補の立った住吉区は50％で最低を記録し，天王寺区
は激戦のktめ投票率は71％と最高であった。
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